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平 均１５分２８秒 で あ っ た．

〔結 果〕 酸 素 摂 取 量 ＦＰＶ の ㎜ｅａｎ， ＳＥ は そ れ ぞ れ

完 走 群 男 児 ： ４
．
８１

，
１
．
３５ｍ１／ｓｅｃ

２
，

女 児 ： ５
．
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１
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０６ｍ１／

ｓｅｃ
２
，

非 完 走 群 男 堀 ：７．６７， １．４㎜１／ｓｅｃ２， 女 児 ：６
．
８７

，

１．２６ｍ１／ｓｅｃ２で， 両 者 間 に 有 意 差 が 認 め ら れ た （ｐ＜

Ｏ
．
０５）

．

ま た， そ の 出 現 時 間 は 完 走 群 で 運 動 開 始 後２０．１８秒，

非 完 走 群 で３７．７２秒 と 完 走 群 で 早 か っ た．

〔考察〕 わ れわ れは 従来よ り肥 満 児にお ける 酸素 摂

取量 ＦＰＶ を検 討 し， 非 肥 満児 に比 較 して 高 いこ と を

報告 して きた
．

また そ の原因 を肥 満児 にお ける 敏捷 性

の 欠 如 に あ る と 推 測 し だ． 一 方， 減 量 前 後 に お け る 比

較検 討か ら肥 満以 外の 要素の 関与カミ示 唆さ れた． 今 回

の 検 討 か ら 酸 素 摂 取 量 ＦＰＶ に ト レ ー ニ ン グ 効 果カミ関

与 す る の で は な い か と 思 わ れ た．

７． 男女 に おける 筋正 ネル ギー 代謝 ど加 齢・脂 質代

謝の 関係 につ いて

（産 婦人 科） 村 井加 奈枝 ・井 口登美 子・

角 田 新 一 ・ 塩 囲 真 理 ・ 武 田 佳 彦

〔目 的〕男 女 におい て運 動負 荷前 申後 の筋エ ネル ギー

代 謝 を 核 磁 気 共 鳴 ス ペ ク ト ロ メ ト リ ー を 用 い てｉ泌

Ｖ１ＶＯ で 測 定 し， 加 齢， 脂 質 代 謝 異 常， 性 差 の 影 響 に つ

い て 検 討 す る．

〔対 象〕 健 常 女 性２６名， 男 性１９名． 両 性 間 に 年 齢，

平 均 血圧に 有意 差を 認め なかっ た． 動 脈硬 化指 数（ＡＩ）

は， 総 コ レ ス テ ロ ー ル と ＨＤＬ コ レ ス テ ロ ー ル の 差 を

ＨＤＬ コ レ ス テ ロ ー ル で 除 し た 数 値 で， 両 性 間 に 有 意

差 を 認 め ず， 女 性・男 性 と も 年 齢 と ＡＩカミ相 関 し， 相 関

係 数 ド ０
，
４００

，
０
，
５９３ で あ っ だ

．

〔方 法〕 駆血 運動 負荷： 右上 腕 を平均 血圧 で９ 分間

持 続 的 に 駆 血， こ の ９ 分 申， ２ 分 間 は 安 静， 次 の ２ 分

間 は握 カ１５没ｇ の掌 握開 排運 動を ２秒 毎に し，次の ５分

間 は 安 静 の ま ま お く．
負 荷 前 に 採 血

． 測 定 項 目 ： 無 機

リ ン （Ｐｉ）， ク レ ア チ ン リ ン 酸 （Ｐｃｒ）， 細 胞 内 ｐＨ （核

磁 気 共 鳴 ス ペ ク ト ロ メ ト リ ー 法）， 総ニコ レ ス テ ロ ー ル・

ＨＤＬ コ レ ス テ ロ ー ル （酵 素 法）．

〔結 果〕 Ｐｉ／Ｐｃｒ は， 加 齢 の 影 響 を 受 け な か っ た． 年

齢 と 男 性 の 細 胞 内 ｐＨ の 変 化 率 に 正 の 相 関 カ書あ り，

ｒ・・Ｏ．４９９で あ っ た． 加 齢 に 伴 い 運 動 負 荷 に 対 す る ｐＨ

の 低 下 幅 が 大 き く な り， 細 胞 内 が ア シ ド ー シ ス に な り
＝

や す い こ とカミ示 唆 さ れ だ． 細 胞 内 ｐＨ は， 脂 質 代 謝 異 常

の 影 響 を 受 け な か っ た．
ＡＩ と 女 性 の Ｐｉ／Ｐα の 基 礎 値

に 正 の 相 関カ§あ り ド ０，３３３で あ っ 花． 女 性 で は 脂 質 代

謝異 常に 伴い 運動 負荷前 か らエネ ル ギーの 貯蔵カミ減 少

し て い る こ とカ§示 唆 さ れ た． Ｐｉ／Ｐｃｒ の 増 加 率 と 回 復 率

と の 相 関 を 見 花． 女 性・男 性 と も 正 の 相 関カ書あ り， ｒ＝

Ｏ
．
８１７

，
Ｏ
．
６３９ で あ っ た

．
運 動 負 荷 に よ り エ ネ ル ギ ー カ§

消 費 さ れ て Ｐｉ／Ｐｃｒカミ増 加 し や す い 症 例 で は， 回 復 率

鉢 高カ・っ た
． 運 動 負 荷 の 負 担カま各 症 例 の 筋 細 胞 に と っ

て 異 な る 可 能 性 カ§示 唆 さ れ た
．

細 胞 内 ｐＨ の 減 少 率 と

回 復 率 の 間 の 相 関 は， Ｐｉ／Ｐｃｒ よ り 強 く な か っ た． 今 後

はさ らに筋 エネ ル ギー代 謝へ の加 齢， 脂質代 謝， 性差

の 影 響 を 検 討 し た い．

８． 甲状 腺機 能充 進症 患児の 運動 能

（第二病院小児科）

河 野 宏 子 ・ 片 海 優 子 ・ 若 杉 訓 世 ・

原 美 鈴・多 田羅 勝義 ・村 田光 範

〔目 的〕 甲状 腺機 能充 進症 では， 循環 呼吸 器系 の異

常 銀 認 め ら れ る． し か し， こ れ に よ り 引 き 起 さ れ る 運

動 能 の 異 常 に つ い て は， あ 象 り 論 じ ら れ て い な い． 今

回， こ の 運 動 能 の 異 常 を 認 べ る た め に， 甲 状 腺 機 能 充

進 症患 児に 運動 負荷 試験 を行っ たの で報 告す る．

〔対 象と 方法〕 １０歳 か ら１４歳 の甲 状腺 機能 充進症 女

鬼 ４ 例 に 対 し て， 治 療 開 始 前 に １ 回， 治 療 開 始 後 は 経

過 を見 なカミら数 回， 運 動負 荷を 行っ た． 運動 負荷 方法

は ブ ル ー ス の プり ト コ ー ル に 従 い， 運 動 開 始 前 ３ 分 か

ら運動 終了 後１０分ま で呼気 ガス 分析 と心 拍数 をそ れぞ

れ１０秒 毎 の 平 場 値 と し て 測 定 し た． 同 様 に 年 齢 を マ ッ

チ さ せ 花 コ ン ト ロ ー ル 女 児１７例 に つ い て， 運 動 負 荷 試

験 を 行 い 比 較 検 討 し た．

〔結 果〕 甲状 腺機能 充進 症患 児の 心拍 数は， 運動 開

始 前後 とも に治療 前 は高値 を示 したカミ， 治療 開始に つ

れ 徐 々 に 低 下 し， ３ ヵ 月 後 に は ほ ぽ 正 常 化 し た． 体 重

１ｋｇ あたり の酸 素摂 取量 でも 同様 に， 治 療 前は治 療 開

始 後に比 較 して運 動開 始前 後と もに 高値 を示 し， 治 療

開始 につ れ低 下す る傾 向を 認めた
． 運動持 続 時間は 全

例 で， 治 療 開 始 後 延 長 し だ．

甲状腺 機能 充進 症患 児で は， 運動 開始直 後３０秒間 は

心 拍 数 の 増 加カ書見 ら れ な い と い う 特 徴カミあ っ た．

〔考案〕 甲 状腺 機能 充進症 患児 に， 運動 能の 異常 が

認 め ら れ た． 今 後， そ の 管 理 に は 運 動 負 荷 試 験 を 行 い，

運 動 制 限 も 含 め た も のカま必 要 と 思 わ れ た．
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